大山公園紹介
昭和6年に昭和恐慌の余波を受けて仕事を失った地域民の苦境を救うべく立ち上がった大山の酒造家加藤嘉八郎翁は資材を投げ打って8年の歳月に至る仕事として、壮大な策定の設計に基づき、他に類を見られない一大公園を構築、完成させ嘉加山公園と名付けて地域に寄贈したのが始まりです。
この大山公園最大の特徴は、数ある景観地点の中から8箇所を選び、それぞれの現場環境に即応した策定設計を描き、これを尾浦八発見と名付けて縦横を選び、それぞれの現場環境に即応した縦横に走る縁路で結んで一つの巨大な回遊式庭園として構成している点であり、このような公園は他に例のない貴重な文化的遺産であると思います。
こうした歴史的背景を持つ大山公園は、昭和25年の観光山形県1位投票でも第一位に選ばれたこともあり、多くの人々の憩いの場として賑わいを続けました。
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